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ヒヤリ・ハット事例のうち、「共有すべき事例の再発・類似事例」に関する事例が103件

報告されています。（集計期間：2011年１月１日～2011年12月31日）

主な再発・類似事例を以下に示します。

併用禁忌薬の処方に関する事例

事例の概要

アンカロン錠１００を服用中の患者が呼吸器感染の症状があったため、臨時で処方医に受診

した。その際にアンカロン錠１００の禁忌薬であるアベロックス錠４００ｍｇが処方されてい

たため疑義照会したところ、アベロックス錠４００ｍｇがフロモックス錠１００ｍｇに変更と

なった。

背景・要因 医師の知識不足であった。

改善策 記載なし

処方された医薬品 アベロックス錠４００ｍｇ

変更になった医薬品 フロモックス錠１００ｍｇ

同一医療機関の異なる診療科による処方に関する事例

事例の概要

風邪で受診した患者に「カロナール錠３００、２錠／分２朝食後、４日分、クラリス錠２００、

２錠／分２朝夕食後、４日分」が処方されていた。患者は同病院の循環器科で「ワーファリン

錠１ｍｇ２.７５錠／分１夕食後」が処方され、服用中であった。ワーファリンはクラリス錠

２００と併用することでＰＴ－ＩＮＲ値の変動リスクが大きいため、併用を避けるべきと考え

た。また患者は別の医療機関にリウマチで受診しており、「インフリーＳカプセル２００ｍｇ

２カプセル／分２朝夕食後」を常時服用していたため、カロナール錠３００と薬効が重複して

いた。

背景・要因 相互作用と薬効重複があった。

改善策 処方鑑査を徹底する。

処方された医薬品 クラリス錠２００

変更になった医薬品 フロモックス錠１００ｍｇ


